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［主な内容］ 
えびつかぐや灯篭まつり 

表紙説明は裏表紙
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７
月
29
日
、
え
び
つ
か
ぐ
や
灯
篭
ま

つ
り
が
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
と
駅
前

商
店
街
周
辺
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
ま
つ
り
は
、
岡
垣
町
商
工
会
が

行
う
夏
祭
り
と
、
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

で
行
わ
れ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン

ト
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
団
体
や
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
竹
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
灯
篭
を
手
作
り
し
、
ま
つ
り
を
彩
り

ま
し
た
。

手
作
り
の
灯
篭
は
約
三
千
個
に
も
な

り
、
訪
れ
た
三
千
人
以
上
が
、
幻
想
的

な
光
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
模
様
は
、
岡
垣
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
送
局
や
公
共
施
設
で
生
放
送

さ
れ
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
自

宅
な
ど
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

▲商工会駐車場の特設会場では、たくさんの出店
やステージでの催しが行われました

▲岡垣コールハーモニーの美しいコーラス

▲岡垣在住者による三波春雄の
ものまね

▼岡垣町民吹奏楽団の迫力ある演奏

次のみなさんに灯篭を作成していただ
きました。ご協力ありがとうございま
した。

岡垣国際交流協会、岡垣町内小中学校、

岡垣町内学童保育所、公民館講座参加

者、岡垣ITボランティア、こども未来

館利用者、情報プラザ人の駅利用者

えびつかぐや灯篭まつり
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まつりの思い出を
もう一度
岡垣インターネット放送局で、えび

つかぐや灯篭まつりの様子を見ること

ができます。

http://www.town.okagaki.
fukuoka.jp/oibc/index.htm

▲留守番ロボット｢番竜｣に興味津々の
子どもたち

▲毎回好評のミニワールドレストラン

▲灯篭の灯りで風情あふれる音楽祭

▲サッカーロボットとペナル
ティキック対決

▲ふれあいinおかがきで岡垣町に来ている長野県
上田市真田町の子どもたちが情報プラザスタジ
オに飛び入り参加

▲子どもたちが、インターネット放送局のライブ中継のアナウ
ンサーに挑戦
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▲戸切川で生き物を捕まえました(戸切小学校)

▲私たちより大きくなったよ。ひまわりの前でみんな笑顔

▲矢矧川で捕まえた生き物を調べました(山田小学校) ▲波津海岸で海の生き物の説明を聞きました(内浦小学校)

神谷剛さん(上高倉区)が、福岡県公民館連合会公民館
役職員表彰を受けられました。
神谷さんは、公民館で行う事業を調査・審議する公民
館運営審議会の委員を平成10年7月から平成16年6月ま
で務めました。そのなかで、学校週5日制の取り組みを
はじめ、家庭教育支援や新たな住民参画型の講座の取り
組みなど、時代の変化に対応した公民館運営に貢献され

ました。
現在は、ボランテ
ィア団体｢まちづく
りの会、岡垣」の会
長として、花の栽培
や清掃活動、にんじ
ん饅頭づくりなどに
取り組まれ、まちづ
くりに大きく貢献さ
れています。

時代の変化に対応した公民館運営に貢献
8/3第51回福岡県公民館大会(宗像ユリックス)

内浦小学校3年生の児童が5月2日、福岡県人権擁護委
員連合会からひまわりの種の贈呈を受けて、種まき・水
やり・草取りなどをして大切に育てた人権の花ひまわり
が、夏休みの間に大きく育ちました。この人権の花運動
は、子どもたちが協力しひまわりを栽培することで、命
の大切さや感謝の気持ちなどを理解してもらおうとする
ものです。

大きく育て！人権の花
人権の花運動(内浦小学校)

身近な川や海で、水辺に生息している生き物を、網な
どを使って捕まえました。そしてその生き物がどんな水
質のところに生息するかを調べ、岡垣町の川や海の状況
を学習しました。

こどもたちの自然体験学習
7/6戸切小学校7/10内浦小学校7/12･13・14山田小学校
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▲参加者は真剣に質問していました

▲13組の親子が、コーンごはん、豚肉のピカタ、じゃこサラダ、
味噌汁を作りました

ホタルの生態や生息環境を学び、ホタルを守る(増や
す)ことは、環境の保全・自然環境の保護、ひいては地
球温暖化を防ぐことになります。
岡垣町でも自然環境を守るため多くの人が活動してい
ますが、もっと大きな輪となってみんなで岡垣町の美し
い自然環境を守りましょう。

ホタルは地球温暖化を防げるか
7/25環境問題講演会(岡垣サンリーアイ)

親子クッキングは親子が学校栄養士や給食調理員と一
緒に、学校給食の献立メニューを調理することで、親子
のふれあいや、食育を家庭でも考えるきっかけづくりを
目的としています。

食生活は生活の基礎
7/31親子クッキング教室(中央公民館)

長崎の原爆投下時の状況を描いた｢NAGASAKI・
1945アンゼラスの鐘｣と「まんが版がんばれスイミー」の
２本が上映され、352人が参加しました。
参加者からは、「原爆の恐ろしさをまざまざと知った。
戦争は絶対にあってはなりません」という声が聞かれま
した。

平和の大切さを考えよう
8/3核兵器廃絶平和の町宣言事業映画上映会(岡垣サンリーアイ)

大会では、火災発生時の現場出動から鎮火するまでの
動作を、時間・的確さなどで競いました。当日は各分団
から選抜された選手が、約1か月半の訓練の成果を最大
限に発揮し、すばらしい動きを見せてくれました。
出場した選手は、梶原哲也さん、山田貴志さん、川原
拓さん、野田勇さん、山形英之さん、三角善彦さん、田
中輝之さんで、惜しくも優勝を逃しましたが、応援して
いた人たちは、その勇敢さとたくましさに拍手を送って
いました。

火点は前方の標的、放水始め!
7/30 遠賀郡内消防団消防操法大会(水巻町吉田小学校)

▲講師の北九州
市ほたる館館
長の永尾忠生
さん
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参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーでひ
とつになって楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、そん
な願いを込めた読者のページです。楽しかったこと、悲
しかったことから地域の活動まで、また、イラスト・4コ
マまんが・俳句・川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場地
域づくり課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく

内浦小学校では、7月18日
に1・2年生37人が、原区に
ある吉田農場でブルーベリー
狩りを体験しました。
子どもたちは、黒紫色に熟

したブルーベリーの実を口に
し、満面の笑みを浮かべてい
ました。採ったブルーベリー
は、家族へのお土産として大
事に持ち帰りました。

【写真と原稿は内浦小学校の提供】

ブルーベリー狩り

青
葉
短
歌
会

た
め
ら
い
も
な
く
拓
か
れ
る
古
里
に

今
朝
も
め
ざ
め
て
過
ぎ
し
日
偲
ぶ

石
松
　
清
美

桃
の
種
削
り
磨
け
る
ブ
ロ
ー
チ
を

給
い
し
人
も
朧
と
な
り
ぬ

原
口
　
一
枝

人
住
ま
ぬ
家
に
咲
き
継
ぐ
紫
陽
花
の

花
の
ま
に
ま
に
亡
き
人
の
顕
つ

橋
本
　
和
子

紫
陽
花
に
き
れ
い
で
す
ヨ
と
声
か
け
て

見
返
り
の
滝
に
別
れ
を
告
げ
る

南
里
　
和
昭

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

玉
葱
の
干
さ
る
大
納
屋
鶏
の
声

戸
次
　
和
子

浜
木
綿
や
沖
に
巨
船
の
動
か
ざ
り

井
形
サ
ダ
エ

老
鴬
の
次
の
声
待
つ
墓
前
か
な

陣
内
ヨ
シ
子

白
雲
の
影
移
り
ゆ
く
青
き
嶺福

嶋
　
和
子

サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

夜
の
部)

山
門
を
く
ぐ
れ
ば
突
と
雲
の
峰

重
岡
　
富
子

俳
句
・
短
歌

俳
句
・
短
歌

岡垣東中学校では、7月14日に食育の講演会を行いました。講師
は㈱グラノ24Ｋの代表取締役小役丸秀一さんで、3年生約120人が
参加しました。
岡垣町と外国産のパプリカの味を比べたり、かむことの大切さを
学んだりし、楽しい学習ができました。

【写真と原稿は岡垣東中学校の提供】

食育講演会
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7月23日に第47回遠賀郡民秋季体育大会軟式
野球が町民総合グラウンドで行われ、岡垣町の
代表の公園通りサンリーズが、遠賀町の代表を
破り、優勝しました。

【写真は公園通りサンリーズ田中さんの提供】

サンリーズが遠賀郡で一番に

野間一区では、7月16日にふれあいソーメン流しを須賀神
社で行いました。当日は天候に恵まれ、多くの区民が参加し、
郷土の自然とふれあい、地域で交流できた楽しい一日となり
ました。
参加者からは、「ソーメンがおいしかった」「親子のふれあい
ができ楽しい時間を過ごせました」との声が聞かれました。

【写真と原稿は、野間一区公民館長の築地正義さんの提供】

野間一区ふれあいソーメン流し

青
柿
や
夜
泣
き
の
石
の
い
わ
れ
き
く

深
田
　
英
子

姉
あ
て
の
不
器
男
の
文
や
燕
子
花

木
下
　
武
久

繊
月
の
暁
闇
に
泛
き
ほ
と
と
ぎ
す

石
岡
　
俊
子

木
綿
間
俳
句
会

身
の
こ
な
し
未
だ
若
か
り
し
更
衣

中
村
　
鶴
子

胡
瓜
刻
む
七
十
年
の
キ
ャ
リ
ヤ
も
て

橋
本
貴
美
子

菖
蒲
田
の
畦
に
カ
メ
ラ
を
構
へ
待
つ

神
谷
　
香
代

観
劇
の
明
日
な
る
髪
を
洗
ひ
け
り

久
留
美
智
子

乳
垂
俳
句
会

風
神
の
袋
ふ
く
ら
む
青
嵐

田
鶴
子

し
ま
ひ
湯
の
音
に
泣
き
止
む
ち
ち
ろ
虫

き
く
え

蒼
空
の
移
る
田
毎
や
余
り
苗

き
よ
こ

老
鶯
や
遠
き
嶺
よ
り
雲
流
れ

き
よ
み

岡垣東中学校3年生の、岩丸幸吾くんと岩丸龍吾
くん(ともに東松原区)の双子の兄弟が、空手の全国
大会で大活躍しました。
幸吾くんは、大会で優勝し、龍吾くんは第3位とな
りました。また、幸吾くんは文部科学大臣賞も受賞
しました。

【写真は東松原区岩丸さんの提供】

空手で全国制覇

▲幸吾(写真左)と龍吾くん(写真右)は5歳から空手をがんばっています
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募
集
期
間

９
月
１
日
(金)
〜
11
日
(月)

応
募
方
法

９
月
１
日
(金)
か
ら
役
場
総

合
案
内
・
建
設
課
・
情
報
プ
ラ
ザ
人
の

駅
に
あ
る
入
居
申
込
書
を
、
県
住
宅
供

給
公
社
に
郵
送

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公
社
県
営

住
宅
管
理
部
1
０
９
２
‐
７
１
３
‐
１

６
８
３
へ

福
岡
県
歯
科
保
健
大
会
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。
48
区
画
程
度

(

１
区
画
３

×
３

)

を
募
集
し
ま
す

(

先
着
順)

。

と
　
き

11
月
12
日
(日)
午
前
10
時
〜
午

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

後
３
時

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月
１
日

(金)
〜
29
日
(金)
に
健
康
福
祉
課
窓
口
へ

県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
20
歳
代

の
人
を
対
象
に
、
選
挙
の
ル
ー
ル
や
投

票
参
加
に
つ
い
て
考
え
る
青
年
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。
同
世
代
の
仲
間
と

話
し
合
い
な
が
ら
、
政
治
や
選
挙
の
し

く
み
、
意
義
を
学
習
し
ま
す
。

と
　
き

10
月
28
日
(土)
〜
29
日
(日)
１
泊

２
日

と
こ
ろ

県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー(

篠
栗
町)

参
加
資
格

20
歳
〜
30
歳
く
ら
い
の
男

女参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月
22
日

(金)
ま
で
に
岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
会(

総

務
課)

へ
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

作
り
ま
す
。

と
　
き

９
月
９
日
(土)
午
前
11
時
〜
午

後
４
時

参
加
料

無
料

申
し
込
み

当
日

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

薬
物
依
存
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

薬
を
や
め
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
の
行
動

が
、
薬
を
続
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
行

動
や
考
え
方
の
整
理
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
　
き

９
月
14
日
、
28
日
、
10
月
12

日
、
26
日
、
11
月
９
日
、
30
日(

す
べ

て
木
曜
日)

の
６
回
で
１
ク
ー
ル
、
時
間

は
と
も
に
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー(

春
日
市)

内
　
容

薬
物
依
存
の
基
礎
知
識
と
理

解
、
回
復
と
社
会
資
源
、
依
存
症
へ
の

募
　
　
集

講
　
　
座

役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里高齢者等相談センター

1283―0033

岡垣町高齢者・障害者相談センター

1282―5167

岡垣町東部高齢者・障害者相談センター

1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

情報プラザ人の駅ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp/plaza/

県
内
の
県
営
住
宅
に

入
居
し
ま
せ
ん
か

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
よ
う

政
治
や
選
挙
の
し
く
み
を
学
ぼ
う

創
作
工
房
人
の
駅
つ
く
っ
て
み
よ
う
！

敬
老
の
日
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

薬
物
依
存
家
族
教
室

高齢者の交通事故を防止しよう
○高齢者に、いつも思いやりの気持ちを
忘れずに安全運転
○高齢運転者は、ゆとりのある運転を心
掛けよう
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関
わ
り
方
、
茶
話
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
　
な
ど

費
　
用

無
料(

交
通
費
な
ど
自
己
負
担
）

※
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
０
９
２
‐
５

８
２
‐
７
５
０
０
へ

と
　
き

11
月
１
日
(水)
２
日
(木)
７
日
(火)

８
日
(水)
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市)内
　
容

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会(

ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

受
講
資
格

母
子
家
庭
の
母
か
寡
婦

で
、
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求
職

登
録
し
て
い
る
人

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）

定
　
員

10
人
※
託
児
あ
り(

要
予
約)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉

課
か
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
に
あ
る

申
込
用
紙
を
10
月
２
日
(月)
ま
で
に
福
岡

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
1
０
９

２
‐
５
８
４
‐
３
９
３
１
へ

第
21
回
ふ
く
お
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い
や
第
７
回
子
ど
も
す
く
す
く
フ

ェ
ス
タ
、
障
害
者
自
立
支
援
施
設
授
産

品
フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

９
月
10
日
(日)

と
こ
ろ

ウ
ェ
ル
と
ば
た(

戸
畑
区)

【
ふ
く
お
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
】

基
調
講
演

佐
木
隆
三
さ
ん(

作
家)

【
ふ
く
お
か
子
ど
も
す
く
す
く
フ
ェ
ス

タ
】

大
型
紙
芝
居
・
音
楽
演
奏
・
玉
入
れ
コ

ー
ナ
ー
・
昔
あ
そ
び
・
絵
本
コ
ー
ナ

ー
・
親
子
ダ
ン
ス
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
地
域
福
祉
財
団

1
０
９
２
‐
５
８
２
‐
２
３
９
６
へ

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
交
流
を
目
的
に
、
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
。

と
　
き

10
月
23
日
(月)
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

国
民
宿
舎
ひ
び
き(

宗
像
市)

※
集
合
時
間
・
場
所
は
後
日
通
知

対
　
象

町
内
在
住
で
９
月
30
日
現
在

満
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

参
加
費

千
円

申
し
込
み

９
月
20
日
(水)
ま
で
に
担
当

地
区
の
民
生
委
員
へ

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議

会
へこ

こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
演

と
、
１
９
５
０
年
代
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
す
。

と
　
き

９
月
10
日
(日)
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

と
こ
ろ

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
中
間
市
）

講
　
演
「
ス
ト
レ
ス
と
こ
こ
ろ
の
健
康

ス
ト
レ
ス
一
日
決
算
主
義
の
す
す
め
」

講
　
師

横
浜
労
災
病
院
勤
労
者
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
　
山
本
晴
義

さ
ん

問
い
合
わ
せ

中
間
市
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
1
２
４
３
‐
３
３
８
７
へ

と
き
・
内
容
　

○
９
月
14
日
(木)
講
演
会
と
試
食

「
炎
症
性
腸
疾
患
の
治
療
」

講
師
　
町
立
芦
屋
中
央
病
院
長
　
櫻
井

俊
弘
さ
ん

○
11
月
17
日
(金)

膠
原
病
友
の
会
を
迎
え
て
相
談
会
・
交

流
会

「
膠
原
病
と
の
つ
き
合
い
方
」

講
師
　
膠
原
病
友
の
会
長
　
岩
井
光
子

さ
ん

○
12
月
12
日
(火)
講
演
会

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て
」

講
師
　
浅
木
病
院
長
　
三
好
正
堂
さ
ん

と
こ
ろ

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

(

水
巻
町)

と
　
き

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
　

定
　
員

40
人(

先
着
順)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

前
日
ま
で

に
電
話
で
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

1
２
０
１
‐
４
１
６
４
へ

催
　
　
し

玉入れなどの軽スポーツや健康づくり講演会、
子どもたちとの交流など楽しいプログラムがいっ
ぱいです。参加だけでなく、観戦もできます。
と　き 10月6日(金)午前10時～
ところ ウエーブアリーナ
対　象 町内在住のおおむね60歳以上の人
申し込み・問い合わせ
8月30日(水)までに高齢者スポーツ大会実行委員
会1282－0862または健康福祉課へ

いいいいくくくくつつつつににににななななっっっっててててもももも元元元元気気気気ははははつつつつららららつつつつ

高高高高齢齢齢齢者者者者ススススポポポポーーーーツツツツ大大大大会会会会 母
子
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

人
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り

社
協
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
つ
ど
い

難
病
の
相
談
会
・
講
演
会

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
・
音
楽
祭
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い
じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
、
家
庭
内

の
も
め
ご
と
、
相
続
、
登
記
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
ま
す
。
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

と
　
き

９
月
14
日
(木)
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

東
部
公
民
館

※
12
月
20
日
(水)
・
平
成
19
年
３
月
14
日

(水)
に
も
行
う
予
定
で
す

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

月
２
回
、
平
日
夜
間
に
母
子(

父
子)

家
庭
・
寡
婦
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談

を
行
い
ま
す
。

と
　
き

10
月
12
日
(木)
24
日
(火)
11
月
14

日
(火)
28
日
(火)
12
月
12
日
(火)
26
日
(火)

い

ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
要
予
約

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春
日

市
）

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
1
０
９
２
‐
５
８
４
‐
３
９
２

２
へ

と
　
き

10
月
６
日
(金)
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分

と
こ
ろ

中
間
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

対
　
象

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
、
補
装
具
の
装
着
を
必

要
と
す
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

戦
傷
病
者
手
帳
、

印
か
ん
、
前
回
交
付
を
受
け
た
補
装
具

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

調
停
委
員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き

９
月
29
日
(金)
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ

黒
崎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー(

メ

イ
ト
黒
崎
６
階
）

相
談
内
容

○
金
銭
貸
借
・
交
通
事
故

な
ど
の
民
事
に
関
す
る
こ
と

○
離
婚
・
相
続
・
家
庭
問
題
の
調
整

な
ど

問
い
合
わ
せ

小
倉
調
停
協
会
1
５
６

１
‐
３
４
３
１
へ

次
の
こ
と
が
相
談
で
き
ま
す
。
相
談

無
料
・
秘
密
厳
守
。

相
　
　
談

特
設
人
権
相
談

戦
傷
病
者
補
装
具
等
巡
回
相
談

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

無
料
調
停
相
談
会

労
災
保
険
の
こ
と
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

外国語教室 楽しく学びましょう 
と　き　10月～３月 
ところ　情報プラザ人の駅 
　　　　（中国語入門夜は東部公民館）    
対　象　高校生以上 

定　員　各25人※先着順       
申し込み・問い合わせ 
9月8日(金)までに岡垣国際交流協会（OIA） 
1282－0549へ 

全15回 
受講料　8,000円 
（OIA会員5,000円） 

講　座 

英　語 

韓国語 

中国語 

入　門 

入　門 

入門昼 

河村ロミーナ 10/7(土)13：30～15：00

10/16(月)10：00～11：30

10/10(火)9：30～11：00

10/5(木)13：30～15：00

10/6(金)13：30～15：00

10/6(金)10：00～11：30

10/7(土)10：00～11：30

10/7(土)14：00～15：30

ジョシュア 

アドリアナ 

姜　賢実 

金　錦蘭 

黄　　堅 

中　級 

初級Ⅰ 

初　級 

初　級 

初級Ⅱ 

講　師 初回（以降、同じ曜日・ 
時間に開講） 

全12回 
受講料 5,000円 

（OIA会員4,000円） 

講　座 

英　語 

10/5(木)15：30～16：30

10/10(火)15：30～17：00

10/5(木)19：30～21：00

アドリアナ 

中　級 

上　級 

講　師 初回（以降、同じ曜日・ 
時間に開講） 

全15回 
受講料　10,000円 
（OIA会員7,000円） 

講　座 

中国語 10/4(水)19：30～21：00黄　　堅 入門夜 

講　師 初回（以降、同じ曜日・ 
時間に開講） 

▼昼間に行う一般の外国語講座です ▼英語でおしゃべりしながら実践力をつける講座です 

▼夜間に行う中国語講座です 
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い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

９
月
８
日
(金)
午
後
６
時
30

分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

中
琴
由
利
＆
ク
リ
ス
タ
ル

サ
ウ
ン
ズ(

大
正
琴)

曲
　
目

地
上
の
星
　
ほ
か

※
入
場
無
料

図
書
館
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

朗
読
と
演
奏
に
よ
る
名
曲
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

９
月
30
日
(土)
午
後
３
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

指
定

席)入
場
料

前
売
千
円(

当
日
千
三
百

円)

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

○
話
し
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(

初
級)

と
　
き

第
１
・
３
土
曜
日
午
後
１

時
〜
２
時
30
分

受
講
料
・
維
持
費

九
千
六
百
円(

３

か
月
分)

○
パ
ン
を
つ
く
る(

初
級)

と
　
き

第
１
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

受
講
料
・
維
持
費

四
千
八
百
円(

３

か
月
分)

○
ま
る
ご
と
パ
ソ
コ
ン(

初
級)

と
　
き

月
曜
日(

月
３
回)

午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

受
講
料
・
維
持
費

一
万
五
千
九
百

円締
切
日

10
月
９
日
(月)

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
ス
ポ
ッ
ト
企
画

ピ
ラ
テ
ィ
ス

呼
吸
法
を
意
識
し
な
が
ら
体
の
中

心
か
ら
全
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
鍛
え
ま

す
。

と
　
き

９
月
21
日
(木)
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル

講
　
師

ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
・
健
康
運
動
指
導
士
　
瀬
尾

久
美
子

参
加
費

千
五
百
円(

税
込
・
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
１
回
利
用
で
き
ま
す)

定
　
員

20
人(

先
着
順)

申
込
期
間

９
月
１
日
(金)
〜
21
日
(木)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
垣
サ

ン
リ
ー
ア
イ
ま
た
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
1
２
８
２
‐
５
８
５
８
へ

香典返し寄付香典返し寄付
次の皆様から香典返しとして

ご寄付がありました。厚くお礼
を申し上げるとともに、故人の
ご冥福を心からお祈り申し上げ
ます。（7月受付分まで）
社会福祉協議会へ
○　大谷　美子　様（海老津）
故　大谷　幹雄　様　55歳
○　中島タツ子　様（東山田）
故　中島　正信　様　73歳
○　津田　敏郎　様（旭南）
故　津田　房子　様　83歳
○　牧　　　力　様（西高陽）
故　牧　　勝實　様　88歳
○　中村　正子　様（手野）
故　中村　安雄　様　82歳
○　中村　　正　様（東高陽）
故　中村智惠子　様　75歳
○　宮本兄未子　様（吉木）
故　宮本日出男　様　78歳
○　伊　　憲行　様（緑ヶ丘）
故　川 ヱン　様　80歳
○　秋月　　進　様（上高倉）
故　秋月　幸雄　様　88歳
○　大谷　　清　様（塚原）
故　大谷トミヱ　様　86歳
○　米澤　　 様（戸切白谷）
故　米澤　光子　様　87歳
○　小田扶佐子　様（神奈川県）
故　占部　幸子　様　88歳
○　吉田　一寿　様（新松原）
故　吉田　知子　様　72歳
○　宗岡　　隆　様（波津）
故　宗岡　節子　様　86歳
○　矢野　久子　様（西高陽）
故　矢野　光信　様　82歳
○　木原　康弘　様（海老津）
故　木原　友子　様　88歳
○　　田　桂子　様（戸切百合野）
故　　田　一章　様　65歳
○　川 泰生　様（旭西）
故　川 ハル子　様　101歳
○　宮本マツ子　様（波津）
故　宮本　　稔　様　80歳
○　花田　清美　様（原）
故　　村イク子　様　79歳
○　須古井日出子様（三吉）
故　須古井行次　様　74歳

老人クラブへ
○　中島タツ子　様
○　中村　正子　様
○　宮本マツ子　様

○
労
災
年
金
受
給
者
の
介
護
、
生
活
問

題
、
心
配
ご
と

○
過
労
死
な
ど
、
身
体
や
精
神
の
健
康

問
題

○
労
災
保
険
の
制
度
や
法
律
問
題

問
い
合
わ
せ

福
岡
労
災
年
金
相
談
所

1
０
９
２
‐
４
７
２
‐
７
１
６
１
へ

遠
賀
郡
４
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
い
ま
す
。

と
　
き

９
月
22
日
(金)

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費

三
百
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

９
月
１
日

(金)
〜
８
日
(金)
に
、
評
議
員(

武
田)

1
２

８
２
‐
０
２
７
６
へ

厚
生
年
金
受
給
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ス
ポ
ー
ツ



２
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
の
提
供

１
特
定
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

12

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

高
齢
者
の
な
か
で
、
介
護
状
態
に
な
る

可
能
性
の
高
い
高
齢
者(

特
定
高
齢
者)

に
対
し
、
心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な

い
・
生
活
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
の

個
別
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
に
対
し
、
基
本
健
康

診
査
の
項
目
に
生
活
機
能
評
価
を
追
加

し
て
、
特
定
高
齢
者
の
可
能
性
の
あ
る

人
を
見
つ
け
ま
す
。

特
定
高
齢
者
の
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
、
保
健
師
や
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

職
員
な
ど
が
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
状
況

に
応
じ
て
、
運
動
機
能
の
向
上
や
栄
養

状
態
の
改
善
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を

提
供
し
ま
す
。

高
齢
者
の
人
口
は
増
え
続
け
ま
す
。

高
齢
者
が
元
気
に
活
発
に
活
動
す
る
こ

と
は
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め

に
も
重
要
で
す
。
介
護
予
防
に
関
す
る

知
識
や
技
術
な
ど
の
情
報
を
知
る
こ

と
、
得
た
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

み
ん
な
で
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

す
。
講
演
会
や
介
護
予
防
教
室
・
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
介
護

予
防
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

の
た
め
の
研
修
会
や
地
域
組
織
活
動
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
点
か
ら
、
運
動
と
食
事

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
転
倒
を
防
ぐ
た

め
の
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
え
て
食

べ
る
た
め
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

し
っ
か
り
か
む
た
め
や
肺
炎
な
ど
の
気

道
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
、
口
の
機

能
を
高
め
る
口
の
体
操
な
ど
も
行
い
ま

す
。老

人
会
を
対
象
に
し
た
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
講
義
と

試
食
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
か

ら
起
き
る「
低
栄
養
」を
予
防
し
、
病
気

だ
け
で
な
く
、
老
化
の
予
防
に
つ
な
げ

る
講
座
で
す
。
11
月
ご
ろ
か
ら
希
望
す

る
地
区
の
老
人
会
で
行
い
ま
す
。

食
生
活
推
進
員
や
運
動
普
及
推
進

員
、
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

運
営
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

対
象
に
、
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
講
座
で
す
。

介
護
の
原
因
と
な
る
脳
血
管
疾
患(

脳

卒
中
な
ど)

を
予
防
す
る
こ
と
、
体
の
機

能
の
低
下
を
緩
や
か
に
し
た
り
、
転
び

に
く
い
体
を
保
っ
た
り
す
る
た
め
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
予
防
は
、
い
ま
健
康
な
人
が
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
る
の
を
予

防
す
る
と
と
も
に
、
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
も
、
そ
の
状
態
の
維
持
や

改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で

介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
い
き
い
き
と

生
活
し
ま
し
ょ
う
。
講
演
会
な
ど
は
そ

の
都
度
、
広
報
お
か
が
き
や
組
回
覧
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
洋
子

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
の
を
予
防
し
、
元
気
で
自
立
し
た
生

活
を
保
つ
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
４
月
の
介
護
保
険
法
改
正
で
取
り
組
ん
で
い
る
介

護
予
防
事
業
に
つ
い
て
、
お
話
し
ま
す
。

ヘルシークッキング

煮込み豆腐ハンバーグ

材
料
４
人
分

○
も
め
ん
豆
腐
２
分
の
１
丁
○
合
び
き
肉
２
４

０
ｇ
○
タ
マ
ネ
ギ
２
０
０
ｇ
○
シ
メ
ジ
１
０
０

ｇ
○
キ
ャ
ベ
ツ
１
５
０
ｇ
○
ミ
ニ
ト
マ
ト
４
個

○
Ａ
＝
パ
ン
粉
12
ｇ
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
大
さ
じ

１
、
卵
１
個
、
塩
少
々
○
Ｂ
＝
み
り
ん
大
さ
じ

２
、
酒
大
さ
じ
１
、
水
50
cc
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
50

ｇ
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
大
さ
じ
１

作
り
方

①
豆
腐
を
絞
る

②
タ
マ
ネ
ギ
１
０
０
ｇ
を
み
じ
ん
切
り
に
し

て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
よ
く
炒
め
、
冷
ま
す

③
キ
ャ
ベ
ツ
を
千
切
り
に
し
て
水
に
つ
け
る

④
シ
メ
ジ
を
ば
ら
ば
ら
に
し
、
玉
葱
１
０
０

ｇ
を
薄
切
り
に
す
る

⑤
①
と
合
び
き
肉
を
A
と
よ
く
混
ぜ
、
１
人

２
個
に
し
て
小
判
型
に
ま
と
め
、
油
を
ひ

い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
弱
火
で
焼
き
、
取
り

出
す

⑥
そ
の
フ
ラ
イ
パ
ン
で
タ
マ
ネ
ギ
と
シ
メ
ジ

を
炒
め
、
B
を
加
え
て
ソ
ー
ス
を
作
る

⑦
⑥
に
ハ
ン
バ
ー
グ
を
戻
し
て
し
ば
ら
く
弱

火
で
煮
込
む

⑧
器
に
水
切
り
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
ト
マ
ト
を

置
き
、
ハ
ン
バ
ー
グ
を
盛
る

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
７
８
kcal
、
た
ん
ぱ
く
質
11
・
５

ｇ
、
脂
質
10
・
４
ｇ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
58
・
６
mg
、

塩
分
０
・
６
ｇ

第170回

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

①
高
齢
者
ヘ
ル
シ
ー
教
室

②
い
き
い
き
長
生
き
講
座

③
地
域
組
織
活
動
支
援
講
座

④
介
護
予
防
講
演
会
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『
吉
木
　
記
』は
、
江
戸
期
の
岡
垣
の

様
子
が
伺
え
る
貴
重
な
資
料
で
、
原
家

の
こ
と
も
こ
れ
に
出
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
吉
木
村
に
村
口
事
く

じ

が
出
し
ゅ
っ

来た
い

し
て
、
こ
の
と
き
の
吉
木
村
庄
屋
が

原
孫
三
だ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

村
口
事
と
は
、
村
内
で
起
き
た
争
い

ご
と
や
騒
動
の
こ
と
で
、
事
情
は
不
明

だ
が
事
件
の
結
末
は
関
係
し
た
当
事
者

は
牢
舎

ろ
う
し
ゃ

入
り
、
組
頭
５
人
と
庄
屋
は
退

役
と
な
っ
た
。
と
き
に
天
明
３
年(

一
七

八
三
年)

春
の
こ
と
で
あ
る
。

『
吉
木

記
』
に
は
、「
孫
三
事こ
と

人
柄

宜
よ
ろ
し
キ
人
ニ
テ
」と
あ
っ
て「
此こ
の

孫
三
先
祖

ハ
原
太
郎
左
衛
門
道
哲

ど
う
て
つ

、
其
子
孫
兵
衛

マ
テ
博
多
土
井
町
ノ
人
ニ
テ
有
ケ
ル
カ
、

朱
座

し
ゅ
ざ

ノ
事
ニ
罪
セ
ラ
レ
テ
江
戸
に
召
捕

め
し
と
ら

レ
行
ケ
ル
ヲ
、
長
政
公
御
仁
恵

ご
じ
ん
け
い

を
以
も
っ
て

當

国
ニ
留
メ
置
セ
玉
ヒ
シ
カ
、
其
子
孫
右

衛
門
ヨ
リ
吉
木
庄
屋
ト
成
ル
。
村
口
事

ニ
テ
退
役
セ
シ
ハ
八
代
目
の
孫
三
也
。

孫
三
家
ニ
ハ
、
長
政
公
御
墨
付
并
な
ら
び
ニ
石

田
治
部
じ

ぶ

ノ
箱
嵜

は
こ
ざ
き

松
原
伐
木

ば
つ
ぼ
く

制
禁
ノ
直
筆

じ
き
ひ
つ

有
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

孫
三
の
先
祖
と
あ
る
道
哲
に
つ
い
て

は
、
博
多
の
古
書
『
石
城
志
』
に
「
上
座

郡(

旧
朝
倉
郡)

宝
珠
山
左
近
将
監
隆
信
が

子
に
し
て
原
伊
豫
守

い
よ
の
か
み

が
弟
也
」
と
あ
り
、

道
哲
は
兄
の
伊
豫
と
と
も
に
筑
前
国
小

早
川
隆
景
に
仕
え
加
賀
守
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
た
と
あ
る
。

関
ヶ
原
合
戦
の
あ
と
、
小
早
川
は
備

前
美
作

み
ま
さ
か

に
領
地
替
と
な
り
、
こ
れ
を
機

に
道
哲
の
方
は
侍
を
辞や

め
住
み
慣
れ
た

博
多
で
商
人
と
な
っ
た
。

一
方
、
兄
の
伊
豫
種
良
の
方
は
新
領

主
と
な
っ
た
黒
田
長
政
に
二
千
石
で
召

し
抱
え
ら
れ
、

武
勇
の
黒
田
二

十
四
騎
の
一
人

と
し
て
名
を
挙あ

げ
る
。

道
哲
は
土
井

町
に
「
加
賀
屋
」

の
暖
簾

の
れ
ん

を
掲
げ
、

中
国
伝
来
の
朱し
ゅ

(

赤
色
顔
料
や
朱

墨
に
使
わ
れ
た)

を
扱
い
商
人
と

し
て
す
ぐ
頭
角

を
顕
し
、
当
時
、
大
阪
の
堺
と
並
ん
で

町
人
自
治
都
市
だ
っ
た
博
多
の
年
寄
り

十
六
人
衆
の
一
人
と
な
っ
た
。
道
哲
の

孫
娘
は
、
博
多
商
人
で
有
名
な
島
井
宗

室
に
嫁と
つ

い
で
い
る
。

し
か
し
、「
加
賀
屋
」
の
繁
盛
も
、
幕

府
に
よ
る
「
朱
座
の
禁
」
で
挫
折
し
た
。

そ
れ
ま
で
専
売
で
き
た
博
多
朱
座
を
、

幕
府
が
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
加

賀
屋
が
こ
の
禁
令
に
背そ
む

い
た
と
し
て
、

道
哲
は
江
戸
送
り
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
黒
田
長
政
が
、
幕
府
の
勘

定
奉
行
宛
に
執と

り
な
し
た
嘆
願
の
文
書

が
原
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

結
局
、
道
哲
は
所
払
い
の
処
罰
を
受

け
、
領
外
の
生
葉
郡(

浮
羽
郡)

山
北
村
に

落
剥

ら
く
は
く

の
身
を
寄
せ
た
。
許
さ
れ
て
筑
前

に
戻
り
、
吉
木
村
に
定
住
し
た
の
は
子

の
孫
右
衛
門
の
代
で
あ
る
。
な
ぜ
吉
木

だ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
藩

の
重
臣
だ
っ
た
兄
の
伊
豫
種
良
の
手
配

だ
ろ
う
。
そ
の
証
あ
か
し
と
し
て
、
吉
木
に
来

て
す
ぐ
村
庄
屋
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味

合
い
が
考
え
ら
れ
る
。

孫
右
衛
門
か
ら
孫
三
ま
で
は
六
代
あ

り
、
こ
の
間
約
百
四
十
年
余
の
間
を
原

家
が
吉
木
の
村
庄
屋
を
勤
め
て
い
る
。

『
吉
木

記
』を
手
掛
か
り
に
調
べ
た

結
果
、
孫
三
の
あ
と
孫
の
五
郎
兵
衛
ま

で
庄
屋
を
続
け
る
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

家
運
が
傾
き
、
幕
末
期
に
家
屋
敷
を
処

分
し
赤
間
に
移
住
し
て
い
る
。

こ
の
五
郎
兵
衛
の
妻
は
、
旧
鞍
手
郡

宮
田
町
四
郎
丸
の
旧
家
で
造
り
酒
屋
だ

っ
た
古
野
家
の
出
で
、
五
郎
兵
衛
一
家

が
赤
間
に
落
ち
つ
く
ま
で
は
こ
こ
に
身

を
寄
せ
て
い
る
。
私
は
古
野
家
に
も
数

度
訪
れ
、
こ
の
旧
家
の
墓
所
に
五
郎
兵

衛
の
墓
が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

五
郎
兵
衛
か
ら
数
え
て
三
代
目
の
原

市
郎
氏
は
、
博
多
川
端
商
店
街
に
呉
服

屋
「
加
賀
屋
」
を
開
き
、
先
祖
道
哲
が
築

い
た
博
多
に
返
り
咲
い
た
。「
加
賀
屋
」

は
い
ま
息
子
さ
ん
の
代
と
な
り
、
婦
人

服
専
門
店
と
な
っ
て
い
る
。

前
回
に
書
い
た
原
乙
未
生

と

み

お

は
、
こ
の

原
家
の
分
家
に
当
た
る
。
い
ま
吉
木
の

矢
口
に
は
原
姓
の
家
が
三
軒
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
原
家
に
繋つ
な

が
る
家
々
で
あ
る
。

時
代
の
ド
ラ
マ
が
生
ん
だ
家
の
歴
史
⑥

博
多
商
人
だ
っ
た
原
家
の
先
祖(

Ⅱ)

『吉木　記』にある天明八年当時の吉木矢口の見取図
丸で囲った「先庄屋ヤシキ」とある所が原本家の跡

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会

石
井
　
邦
一

き
ゅ
う
き

じ
ょ
う
ざ

あ
ら
わ



第
1

第
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第
3水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 
○祝日はごみの収集が休みです 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程　人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

粗大ごみ収集日程 し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………9月分 
　(延長保育料は8月分) 
○町営住宅家賃………9月分 
○国民健康保険税……4期分（10月2日） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四、山田、 
西山田、東山田、南山田、茅原、桜台 

湯川、原、波津 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、波津、元松原 

月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

三吉、吉木 

月２回汲取りＡ、糠塚 月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、上高倉 

月２回汲取りＣ、高塚、吉木 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 

東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　8日(金)西部公民館、15日(金)東部公民館  
　22(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 
　8(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　8(金)、22(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　13日(水)ハピネス中間 
　1244－1111

9月の納期 各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ、吉木、塚原Ｂ 
 

三吉 

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚、高倉、 
吉木（倉丸方面） 

高塚、吉木（倉丸方面） 

吉木（倉丸方面） 

高倉、上畑、海老津、上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

大　型　車 小　型　車 

糠塚 

9月 
17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

大　型　車 小　型　車 9月 

波津、原、内浦 

海老津 

内浦、高倉、海老津、野間四 

高倉、吉木 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

人　口…32,202人(＋15) 
　　　内187人は外国人 
女　性…16,888人(＋14) 
男　性…15,314人(＋1) 
世帯数…12,017世帯(＋24) 
　　内94世帯は外国人世帯 
　　  (　　)は前月との比較 

出　生…17人 
死　亡…25人 
転　入…111人 
転　出…88人 
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（7月末） 人身事故件数（6月） 救急・火災医療（7月） 
救急 出場件数 108 

　　 搬送人員 99 

火災 出火件数 0 

　　 り災世帯 0 

 

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

23 

0 

0 

27

（＋11） 

（±0） 

（－1） 

（＋26） 

（－27） 

（－1） 

（－2） 

（－47） 

80 

0 

3 

102

6月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

14



9月の行事予定 
2 
（土） 

1 
（金） 

3 
（日） 

10 
（日） 

4 
（月） 

11 
（月） 

18 
（月） 

5 
（火） 

12 
（火） 

19 
（火） 

26 
（火） 

13 
（水） 

20 
（水） 

27 
（水） 

14 
（木） 

21 
（木） 

28 
（木） 

15 
（金） 

22 
（金） 

29 
（金） 

6 
（水） 

7 
（木） 

8 
（金） 

9 
（土） 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

健康相談･栄養相談(いこいの里)9:30～11:00

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付 
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

健康相談(東部公民館)10:00～11:00  
子育て相談(こども未来館)9:30～11:00  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30

祝・敬老の日  
(ごみの収集は休みです。不燃ごみは28日に収集します)

祝・秋分の日 

16 
（土） 

17 
（日） 

24 
（日） 

25 
（月） 

23 
（土） 

30 
（土） 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
９
月
上
旬『
お
は
よ
う
ス
ケ
ッ
チ
大
会
入
賞
者
作
品
展
』　
下
旬『
愛
陶
会
作
陶
展
』 

2日 
 

3日 
 
 
 

8日 
 

9日 
10日 
15日 

 

16～
18日 
17日 
23日 

 
24日 
30日 

NHKぐ～チョコランタン小
劇場①13:00②15:30 
2006サンリーアイ・オープ
ンソフトバレーボール大会 
　9:00　 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 

ときめきカップin FUKUOKA 
　 2006 
おはなし会14:30 
おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会18:45 
おはなし会14:30 
おはなし会14:00 
朗読と演奏による名曲 
ふれあいコンサート15:00

2日 
6日 
 

8日 
 

9日 
 
 
 

10日 
 
 
 

14日 
 

15日 
 

16日 
 
 
 

17日 
 
 
 

19日 
 

21日 
 

23日 
 

24日 

音楽ひろば10:00～11:00 
アトピーアレルギー児の情報
交換会10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
イラストクラブ①10:30～ 
　12:00②13:00～14:30 
 フリークライミング 
　13:00～16:00 
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
ベビークラブ 
　10:00～11:00 

野外・スポーツクラブ 
　10:00～12:00 
料理クラブ①10:00～12：30 
　②14:00～16：30 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
プレママクラブ 
　10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30

3日 
 
 

5日 
 
 

10日 
 
 
 
 
 
 
 
 

15日 
 
 

17日 
 
 
 
 
 

 
 

18日 
 

23日 
 
 

23～
24日 

 
24日 

 
 
 
 
 
 

25日 
 
 

30日 

ソフトボール連盟・秋季大会
「２日目」(町民総合グラウンド）
8:00～17:00 
ゲートボール連盟・男子選手
権大会「予選」(乳垂荘コート）
8:30～13:30 
少年軟式野球連盟・第５回占
部熊弘杯大会（松ヶ台グラウ
ンド）7:00～18:00 
ソフトボール連盟・秋季大会 
｢３日目｣(町民総合グラウンド）
8:00～17:00 
相撲連盟・秋季少年相撲大
会（町民総合グラウンド相撲
場）9:30～13:00 
ペタンク連盟・夏季ペタンク
交流大会（町民総合グラウ
ンド）8:00～16:00 
少年軟式野球連盟・第４回ゆ
うま杯争奪戦大会・(松ヶ台
グラウンド）7:00～18:00 
軟式野球連盟・秋季大会 ｢１
日目｣(町民総合グラウンド・
ふれあいスポーツ広場）

8:00～17:00 
剣道連盟・成田山奉納試合（成
田山境内）12:00～17:00 
バドミントン連盟・ジュニア
ダブルス大会（ウエーブアリ
ーナ）9:00～20:00 
第49回福岡県民秋季体育大
会「水泳を除く競技」(南部地
区）9:00～18:00 
ソフトボール連盟・秋季男女
混合大会（松ヶ台グラウンド）
8:00～15:00 
軟式野球連盟・秋季大会「２
日目」(町民総合グラウンド・
ふれあいスポーツ広場）
8:00～17:00 
硬式テニス連盟・シニアダ
ブルス大会（町民テニスコー
ト）8:00～15:00 
ウォーキング連盟・篠栗ウォ
ーキング(篠栗）8 :30～
16:00 
 

2日 
9日 
10日 
16日 

17日 
23日 
24日 
30日 

日本舞踊千伏会（犬伏 千恵子） 
舞踊笠西会（笠 ひとみ） 
舞踊宗家西川流（西川 昌蔵） 
冨久美新舞踊（冨久美 あや子） 

新舞踊翼流（翼 しげる） 
藤丘新舞踊（藤丘 竜聖） 
新舞踊末広会（吹雪 さくら） 
カラオケ(歌謡教室演歌みち） 

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　9日・23日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 情報プラザ人の駅 
2日 
 

3日 
 

9日 
 
 
 

10日 
 

12日 
 

16日 
 

18日 
 

23日 
 

25日 
 

26日 

チャレンジ・エクセル講座 
　18：30～21：00 
チャレンジ・ワード講座 
　１3：30～16：00 
創作工房人の駅 
　11：00～16：00　 
チャレンジ・エクセル講座 
　18：30～21：00 
チャレンジ・ワード講座 
　１3：30～16：00 
若葉マーク教室①10：00～ 
　正午②13：00～15：00 

チャレンジ・インターネット 
　18：30～21：00 
チャレンジ・ホームページ講座 
　13：00～16：30 
チャレンジ・インターネット 
　18：30～21：00 
チャレンジ・ホームページ講座 
　13：00～16：30 
若葉マーク教室①10：00～ 
　正午②13：00～15：00

１歳６か月児健診(いこいの里)13::00～13:20受付 

２歳児相談(いこいの里)初回＝13:10～13:30受付 
2回目以降＝13:00～13:15受付 

来年度入学予定児童の就学前健康診断（いこいの里）13:30～  
にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

15
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▲小学5
・6年生

がキッ

ズリーダ
ーとなっ

て、

小さな子
どもたち

に

遊びを教
えました

今回の表紙

7月29日、えびつかぐや灯篭まつりが行

われました。これは、商工会の夏祭りと情

報プラザ人の駅のマルチメディアフェアが

ひとつになった、協働のイベントです。こ

の灯篭は手作りの竹の灯篭です。

イベントの様子は2～3ページで紹介して

います。

えびつかぐや灯篭まつりに行きました。海老津の街を竹とペットボトルの
灯篭が照らし、とても幻想的でした。行財政改革で花火大会などのイベント
が次々と消えていますが、この灯篭まつりは、正に町民の手作りで、人々の
温もりがたくさん詰まった、いいお祭りだったと思います。岡垣の新しい夏
の風物詩になることでしょう。 (波多野)
7月23日にビーチフェスタの取材に行きました。昨年はサーフィンの写真

を撮っているときに携帯電話を海に落として故障させてしまい、多額の出費
に涙しました。今年はトラブルなく取材を終えて、ほっとしています。来年
は取材ではなく、ビーチバレーボール大会の選手として参加してみたいと思
っています。 (村上)

▲
▲

7月26日にこども未来館で夏休みのイベン
トが行われました。キャラクターのお面作り
やバルーンプールなど多くの子どもたちが楽
しみました。

好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
お
面
を

手
作
り

▲

▲オリジナルのうちわ作り
▲バルーンプールも子どもたちでいっぱい

▲玄関
の前で

は水鉄
砲の射

的


